
■時刻・カレンダーの合わせ方

①時刻表示でボタン◯Aを２～３秒間押してください。
（秒が点滅します。）
②時報に合わせて◯Aを押すと、00秒に合います。
※秒が30～59秒の時ボタン◯Aを押すと分が１分繰り上

がって00秒に合います。

③ボタン◯Cを１回押すごとに次の順序で点滅するところ（合わ
せるところ）が変わります。

④合わせたいところを点滅させたあと、ボタン◯Aを１回押すご
とに１つずつ進みます。
（押し続けると早く進みます。）
※時を合わせる時、午前、午後に注意してください。

⑤合わせ終わりましたら、ボタン◯Bを押して、時刻表示に戻し
てください。
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■表示の切り換え
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●時刻表示の時�
　時刻あわせに切り換える�
●ストップウオッチの時�
　スプリット／スプリット解除�
　／RESET�
●アラーム表示の時�
　アラーム時刻あわせに�
　切り換える�

●時刻表示の時�
　12時間制と24時間制を�
　切り換える�
●ストップウオッチの時�
　スタート／ストップ�
●アラーム表示の時�
　アラームon／off
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■アラームon／offのしかた

ALM表示でボタン◯Cを押すごとにonとoffを切り替えます

■アラーム時刻の合わせ方

①ALM表示でボタン◯Aを２～３秒間押してくださ
い。
（ALMSETと表示され時間が点滅します。）

②ボタン◯Cを１回押すごとに時間と分の点滅が交
互に変わります。（合わせるところが変わりま
す。）
③合わせたいところを点滅させたあと、ボタン◯A

を１回押すごとに１つずつ進みます。
（押し続けると早く進みます。）
※時を合わせる時、午前、午後に注意してください。

④合わせ終わりましたら、ボタン◯Bを押して、
ALM表示に戻してください。

アラームマーク：アラームがonの時表示される。�
※午後３時に設定された状態�
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■ストップウオッチの使い方

このストップウオッチは24時間計で
最大23時間59分59秒の計測ができます。
また、59分59秒99までは１／100秒単位の計測ができます。

＜使いかた＞
①ボタン◯Bを押してストップウオッチ表示にして下さい。（STOPWと表示されます。）
②使う前に00秒（リセット）に戻して下さい。
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・スプリット�
・スプリット解除�
・リセット�

・スタート�
・ストップ�

ストップウオッチマーク：ストップウオッチ計測中に�
　　　　　　　　　　　　点滅します。�

ストップマーク：計測停止中に表示します。�
　　　　　　　（リセット後は消えます）�

スプリットマーク：スプリットタイムを計測した時に�
　　　　　　　　　表示します。�
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普通の使いかた……積算タイムを測る。�

スプリットタイムのとりかた……途中時間を測る。�
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ボタンＡの繰り返し�
で何度でもとれます。�

ボタンCの繰り返し�
で何度でもとれます。�

（１位タイム表示）� （２位タイム表示）�

（１位ゴール）�

（２位ゴール）�


